


◇流体力学2/2 

２ デカルト座標系 xi (i = 1, 2, 3)で定義された非圧縮性流体の速度場 ui (i = 1, 2, 3)につい

て、運動量保存則である Navier-Stokes 方程式が以下の通り記述できる。粘性係数𝜇は一

定であり、重力等の外力は無視できるとする。 
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密度をρ、圧力を p とし、式中の添字は Einstein の総和規約に従うこととする。ここで、

代表速度 U 及び代表長さ L を用いた式の無次元化を考える。上付き添字*が対応する無

次元量を表すとすると式(1)より式(2)が得られる。 
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このとき、以下の設問に答えよ。 

【３５点】 

(1) （あ）及び（い）に入る係数を示せ。 

 

(2) （あ）及び（い）の係数とレイノルズ数 Re の関係を 80 字程度で記述せよ。このとき、

以下の語群から適切な単語を２つ以上選んで用いること。 

語群：浮力、粘性力、重力、慣性力、遠心力、表面張力、圧力 

 

(3) (2)の語群から選んだ単語を用いて、レイノルズ数の増加により流れが乱流になる理

由を 80 字程度で記述せよ。 

 

(あ) (い) 


